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締
切

16 6 

ひ
よ

つ

去
る
5
月
白
日
の
ひ
ょ
う
に
よ
り
、
市
内
全
域
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
市
内
の
被
害
状
況
、

被
害
に
対
す
る
市
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
に
よ

っ
て
市
内
で
は
、

見
人
が
打
撲
や
切
り
似
な
ど
を
ね

い
、
、
っ
ち

2
人
が
市
一
仰
と
な
り
ま

し
た
。一

般
住
宅
や
民
川
施
ぷ
へ
の
被

告
は
、
出
版
、
雨
ど
い
、
窓
ガ
ラ

ス
、
山
平
山
な
ど
2
万
件
を
組
え
て

、r
、
-
o

し
=
4
9

主民

公
共
胞
設
で
も
、
学
校
を
は
じ

め
柿
祉
施
設
、
保
他
セ
ン
タ
ー、

公
民
館
、
関
内
航
、

近
隣
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
被
告
を
受
け
、
ガ
ラ
ス

だ
け
で
も
約
1
9
0
0
枚

(
う
ら

小
・

中
学
校
が
1
4
8
2枚
)
が

破
叫
し
ま
し
た
。

道
路
冠
水
、
公
園
で
の
倒
木
、

11. 

r， 
自

A湖北台地区の団地では北側のガラス窓が
ほとんど割れてしまいました

よ
り
大
き
な

街
路
灯
の
い州
壊
な
ど
も
多
く
発
生

し
、
山試
作
物
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

な
ど
の
山
中
古
も
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
人
住
ま
い
の
高
齢
者

な

ど

の

安

否

を

確

認

市
で
は
、
ひ
ょ
う
在
の
発
生
直

後
か
ら
、

一
人
住
ま
い
の
山
齢
者

や
陣
容
の
あ
る
方
な
ど

3
6
0
世

引
を
対
象
に
、
安
否
と
被
告
状
況

の
侃
誌
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ら
、
ガ
ラ
ス
破
似
の
後

片
付
け
な
ど
、
ご
本
人
で
は
対
応

が
囚
織
な
制
世
引
に
は、

市
職
只

が
訪
問
し
て
後
片
付
け
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
の
制
祉
総
合
相
談
室

に
相
談
窓
口
を
設
け
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
な
ど
ひ
ょ
う
に

よ
る
ゴ
ミ
を
臨
時
収
集

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
翌

H
の
お
U
に
、
被
持
の
大
き
か
っ

た
湖
北
・

湖
北
台
地
区
の
ガ
ラ
ス

等
雑
芥
ゴ
ミ
を
臨
時
に
収
集
。

7
臼
、
8
H
乃
土

・
円
に
は
、

2

1

2

6

 

れ小
辺
船
情
説
孫
子
組
か
ら
新
木
地

区
に
か
け
て
、
ま
た
、
6
月
1
円、

2
U
に
は
布
佐
地
区
と
我
孫
子
地

ひ
ょ
う
被
害
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

格
拘
芳
彦

ひ
ょ
う
被
引
に
あ
っ
た
皆
川
叩

に
心
か
ら
お
兄
妹
い
巾
し
ヒ
げ

ま
す
。
ま
た
、
桜
川
作
業
に
ご

協
hH

い
た
だ
い
た
民
間
関
係
者

の
特
織
に
感
謝
中
し
ヒ
げ
ま
す
。

J
h
b
4
5
1
つ
り
J
、
主

宰
命

4
2
2
I
o
F
l
イ
L

宅
や
学
校
、
出
作
物
の
被
百
状

況
を
凡
て
川
り
ま
し
た
が
、
そ

市

長

が
〈
ぜ
ん

の
深
刻
さ
に
的
然
と
し
ま
し
た
。

市
で
は
、

一
人
界
ら
し
の
高
齢

話
や
附
引
を
持
つ
方
な
ど
の
安
有

確
認
と
支
媛
を
也
ち
に
行
、
っ
と
と

も
に
、
ガ
ラ
ス
、
枝
木
、
布
団
な

ど
大
詰
に
発
生
し
た
ゴ
ミ
の
回
収

処
刑
叫
に
全
力
を
挙
げ
ま
し
た
。
今

後
は
、
政
来
を
は
じ
め
被
告
を
受

け
た
産
業
の
再
建
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
川
の
経
験
を
今
後

の
防
災
体
制
に
牛
し
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

品
口
織
の
住
所
が
、

1
日
も
半

く
完
全
に
正
常
に
↓民
ら
れ
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

区
の
.
部
で
、
臨
時
収
集
を
行
い

ま
し
た
。

ひ
ょ
う
告
に
よ
る
ゴ
ミ
の
処
理

此
は
、

6
月
2
日
ま
で
で

6
7
0

ト
ン
と
な
り
、
こ
れ
は
市
内
合
成

の
l
迎
間
分
の
ゴ
ミ
の
沿

(5
刀

の
平
均
で
約
5
7
0
ト
ン
)
を
大

川
に
上
回
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
生
産
の
再
開
を
え
綾

州凶
作
物
の
被
告
に
つ

い
て
は
、

市
民
業
協
同
組
合
と
辿
拙
し
、
被

告
相
談
窓
口
を
設
似
し
ま
し
た
。

ま
た
、
民
業
者
に
別
抗
烈
を
送

付
し
、
佃
別
の
被
告
に
つ

い
て
詳

細
に
訓
置
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
来
、
被
災
民
家
は
約
3

0
0
戸
、
被
告
総
制
は
約
6
位
川

に
上
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

市
で
は
民
業
川
住
の
対
策
と
し

て
、
千…梨
県
民
業
災
円
融
資
資
金

の
活
用
や
、
政
孫
子
市
民
業
掠
興

資
金
の
充
実
に
よ
る
無
利
子
の
災

害
資
金
融
資
、
施
設
復
旧
や
州凶
作

物
両
生
産
の
た
め
の
統
校
助
成
の

新
設
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

山
政
加
古
(お
)

I
l
 

-
-
i
l
k
-百
5
1
2

rt'
'羽
吋

商
エ
業
者
に
は
資
金
融
資

の
利
子
補
給
を
拡
大

ひ
ょ
う
の
被
告
に
あ
っ
た
向
工

染
者
へ
の
文
控
策
と
し
て
、
我
孫

子
市
中
小
企
業
資
金
融
資
制
位
の

逆
転
資
金

・
設
備
資
金
を
利
用
さ

れ
る
方
の
、
利
子
補
給
を
年
利
3

%
に
ま
で
拡
大
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ

い
て
は
、
商
工
観
光

部
官
(お
)1
1
1
1内
総
5
0
4
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

り
災
証
明
書
を
市
民

活
動
支
援
課
で
発
行

保
険
会
社
等
へ
の
提
出
用
と
し

て
、
り
災
紅
明
性
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

V
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、

①
被
告
側
所
が
概
認
で
き
る
写
兵

(市
に
拠
出
)、
②
凡
和
占
、

③

領
収
件
、
の
い
ず
れ
か

※
申
前
貯
に
証
明
性
提
出
先
の
記

入
が
必
袋
と
な
り
ま
す

V
証
明
書
の

用

途

*
保
険
会
社

へ
の
訂
求

牢
確
定
申
特
で
雑
損

控
除
を
受
け
る

*
勤
務
先
で
災

目 I
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被
害

~
I
M

見
卸
金
が
支
給
さ
れ
る
な
ど

V
申
請
先

・
問
い
合
わ
せ

市
民

活
動
支
援
訓
告
(お
)1
1
1
1内

吋

M
2
1
7

税
制
上
の
救
済
措
置

大
規
棋
な
自
然
災
害
に
よ
る
被

告
に
対
し
て
、
所
科
税
、
住
民
税

で
は
、
次
の
よ
う
な
放
消
折
世
が

あ
り
ま
す
。

一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
か
ど
う
か
、
町
中
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

。
所
得
税
の
控
除
(平
成
句
年
分
)

生
活
に
通
常
必
袈
な
資
産

(屋

根
、
雨
ど
い
、
窓
ガ
ラ
ス
、
物
位
、

カ
l
ポ
l
ト
な
ど
)
が
被
答
を
受

け
た
と
き
は
、
現
状
団
組
の
た
め

に
支
出
し
た
世
用
が
、
災
害
山
辿

支
出
と
し
て
雑
損
控
除
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
来
年
2

月
同
日
か
ら
3
月
日
日
の
確
定
申

告
に
お
い
て
、
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

事
業
用
資
産
に
被
告
を
受
け
た

と
き
、
そ
の
修
復
に
裂
し
た
費
用

は
、
事
業
用
所
初
な
ど
の
必
要
経

貨
に
な
り
ま
す
。

な
お
、州
凶
作
物
が
被
告
を
受
け

た
と
き
は
、
実
際
の
収
支
計
鉾
に

A大きな被害を受けたハウス

市
で
は
、
山
月
1
日
付
け
で

全
国

一
斉
に
行
わ
れ
る
、
国
勢

調
査
の
訓
査
只
を
拡
柑
制
し
て
い

ま
す
。

こ
の
訓
公
は
国
の
最
も
基
本

的
な
捌
貨
で
、
国
内
に
居
住
す

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に

5
年

ご
と
に
行
わ
れ
、
結
果
は
福
祉

や
交
通
、
住
宅
な
ど
の
施
策
の

オウム真理教対策会議を設置

信徒の転入届は受理しません

よ
り
所
刊
を
岱
出
し
、
実
情
に
応

じ
た
所
科
と
な
り
ま
す
。

V
確
定
申
告
に
必
要
な
啓
類

①

り
災
証
明
性

②

現
状
回
復
の
た

め
に
裂
し
た
費
用
の
領
収
疏

(明

。災害関連支出があった場合の

雑損控除の計算式

(被害を現状回復するため支出した金額

一保険金などで補てんされる金額)

-5万円=雑損控除額

た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。

V
資
格

秘
務
を
守
り
、
買
任
を

持
っ
て
業
務
を
行
え
る
初
歳
以
上

の
方

(税
務

・
瞥
祭

・
選
挙
に
直

後
関
係
し
て
い
な
い
方
)

V
募
集
人
員
先
活
2
8
0人

(地
区
ご
と
の
定

μに
な
り
次
第

締
め
切
り
)

市
で
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教

(ア
レ
フ
に
改
称
)
の
信
徒
の

転
入
届
を
受
理
し
な
い
こ
と
を

決
定
し、

5
月
初
日
に
本
庁
を

は
じ
め
市
内
の
4
支
所
の
入
口

に
告
知
す
る
と
と
も
に
、

対
策

会
椛
を
政
世
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

常
併
線
沿
線
を
中

心
と
し
た
京
芯
地
区
へ
の
教
団

幹
部
の
転
入
が
活
発
に
な

っ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
平
ね
な
日
常
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
取
り
如
ん
で
い
る

も
の
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ

オ
ウ
ム
瓦
型

教
対
策
会
議
事
務
局

(市
民
諜

内
)
宮
(訂
)
i
l
l
-

あたたかみのある 地域福祉の創 造に 向け て

制
の
分
か
る
も
の
を
添
付
)

※
市
民
税
に
つ

い
て
は
、
平
成
日

年
度
分
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

V
問
い
合

わ

せ

柏
税
務
椛
個
人

脱
税
部
1
部
門
官

(
判
)
2
3
2
1

0
市
税
の
徴
収
猶
予

今
回
の
ひ
ょ
う
答
に
よ
り
、
納

税
の
資
金
繰
り
に
支
障
を
き
た
す

場
合
や
、
生
産
物
に
被
害
を
受
け
、

当
分
の

m収
入
が
凡
込
め
な
い
な

ど
、
納
期
内
に
市
税
の
納
入
が
国

側
な
方
は
、
徴
収
納
予
等
の
措
位

が
取
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

収
税
課
宮
(お
)

1
1
1
1内
線
3
8
0
、
国
保
年

金
謀
、
内
線
3
5
3、
3
5
4

V
内
容

叶

一新
名
簿
と
地
図
作

成
、
制
作
訴
の
配
布
と
回
収

V
期
間

9
月
下
旬
か
ら
叩
月

上
旬

V
報
酬

約
4
万
円

(調
査
世

情
数
に
よ
り
削
減
あ
り
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

屯
訴
で
総
務
課
統
計
担
当
官

(お

)1
1
1
1
内
線
2
2
9
へ



(2) 

「
明
日
の
た
め

2000.6.16 

6
月
お
日
(日
)
は

部
位
回
米
議
院
議
日
総
選
挙
と

以
山
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
税
資

が
6
月
お
日
(
日
)
に
行
わ
れ
ま
す
。

投
川
町
は
、
小
選
挙
区
選
出
鵡
員

選
挙
、
比
例
代
表
選
出
鵠

μ選
挙
、

μ
川
市
裁
判
所
裁
判
官
国
民
税
資
の

3
つ
と
な
り
ま
す
。

ん
来
怖
せ
ず
、
必
ず
投
出
し
ま
し

ょ、っ
。

書室

票

で

き

号

方

次
の
要
件
を
仙
え
、
我
孫
子
市

選
挙
人
名
怖
に
設
録
さ
れ
て
い
る

方
が
投
烈
で
き
ま
す
。

。
附
利
百
年
6
月
初
日
ま
で
に
生

一-、=。-d身第1023号

占日
限
公
川刑
制
従
は
、
山い
山の
山山口

1
4

f
l
(
|

-

さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
山
が
似

'訂
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
附
怖
を

公
山
す
る
も
の
で
、
Jr
此
川
作
・ぽ

に
は
凶
作
の
H

州
ぷ
か
あ
り
ま
し
た

内
川
は
、
山川
柑
の
公
聞
の
い水 む

だ
に
し
な
い
で

そ
の

一票
」

衆

議

院

議

員

総

選

挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

ま
れ
た
方

。
平
成
ロ
年
3
月
ロ
日
ま
で
に
我

孫
子
市
に
転
入
間
を
山
し
た
方
で
、

引
き
続
き
3
カ
月
以
上
居
住
し
て

い
る
方

。
公
職
選
挙
法
に
規
定
す
る
選
挙

権
と
被
選
挙
柿
の
停
止
を
受
け
て

い
な
い
方

な
お
、
平
成
ロ
年
3
月
日
日
以

降
に
転
入
間
を
出
し
た
方
は
、
前

住
所
地
で
の
投
烈
と
な
り
ま
す
。

投
票
所
聾
理
券
を
郵
送

投
川
町
所
で
の
投
山
市
務
を
ス
ム

ー
ズ
に
行
、
つ
た
め
、
投
川
山
所
控
即
一

券
を
郵
送
し
ま
す
。

万

一
、
紛
失
し
た
り
、

低
府
な
ど
で
凶
か
な
か

っ

た
場
合
で
も
、
巡
治
十
人
名

簿
に
四日
蝕
さ
れ
て
い
れ
ば

投
出
が
で
き
ま
す
。
当
日、

投
民
所
の
受
付
係
に
巾
し

山
て
く
だ
さ
い
。

(山中
し
山
を
合
む
)
が
凶
作
(
ロ

人
)
、
向
己
的
報

(円
分
に
凶
す

る
間
報
)
の
山
示
川
ボ
が

4
件

(
4
人
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

川
相
の
公
開
山
ボ
は
、
ド
巾
以
あ

て
が
は
件、

教山
川
委

μ会
あ
て
が

2
件
で
し
た
。
円
己
山
川
制限
の
山
心

川州
ボ
は
、
市
民
あ
て
が
3
件
、
教

行
委

μ会
あ
て
が
1
件
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
川
ボ
に
刈
す
る
決
定

状
況
は
表
1
、
山
ボ
の
~じ
な
内
特

は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
山
.小
さ
れ
た
円
己
的
報

に
つ

い
て
の
訂
正
訓
ぶ
や
、
非
公

山
決
定
な
ど
に
対
す
る
不
服
山
中
し

い仏
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

制
度
を
判
用
す
る
に
は

情
報
公
開
制
度
を
利
則
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
山
内
に
山
所

や
し川
崎
所

・
が
業
所
が
あ
る
何
人

捻
票
の
順
序
と
記
入
内
容

①
衆
議
院
小
選
挙
区
選
山
議
口
選

挙
の
投
市
川
用
紙

(オ
レ
ン
ジ
色
)

.・・
候
補
者
の
氏
名
を
記
入

②
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
以
選

挙
の
投
烈
朋
紙

(
ク
リ
ー
ム
色
)

.・・
政
党
名
か
そ
の
略
称
を
記
入

③
川
以
日
放
判
所
裁
判
官
国
民
税
資

の
投
却
用
紙

(白
色
)
:・
や
め
さ

せ
た
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の

よ
に

「
×
」
印
を
記
入

※
以
上
の
市
羽
以
外
の
こ
と
を
芯

入
す
る
と
無
効
と
な
り
ま
す
。

の
投
票
日
で
す

第

6
設
票
所
が
嚢
更
に

m
w
6
投
m一山
所
の
投
却
場
所
が
、

「久
寺
家
区
汀
年
館
」
か
ら

「久

寺
家
近
隣
セ
ン
タ
ー
」
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
(下
回
参
照
)

不
在
者
続
票
陪
沼
田
か

S

士
ド
ャ
-d
c
r
uv炎
、
長
一1
、
う

-一目、
足、
r
y
M
町
五
9
7
'

-epソ

ガ
、
病
気
、
出
産
や
身
体
の
附
む

な
ど
の
た
め
、
投
烈
日
に
投
出
所

へ
行
け
な
い
方
は
、
不
在
者
投
川・川

が
で
き
ま
す
。

今
回
の
選
挙
か
ら
、
湖
北
地
区

と
法
人
、
市
内
に
通
勤

・
通
学
し

て
い
る
方
、
山
の
仕
引
に
利
守
山

係
の
あ
る
方
で
す
。

・
公
開
を
川
水
す
る
と
き
は
、
間

報
公
山
(自
己
的
線
開
示
)
治
ボ

バ
を
情
報
公
開
総
作
窓
円
(市
役
所

本
げ
1
附
市
民
ホ
l
ル
わ
き
て

ま
た
は
山川報
公
開
コ
ー
ナ
ー
(教

行
委
以
会
、

水
道
川
、
消
防
本
部
)

に
保
山
し
て
く
だ
さ
い
。
公
開
の

泊
ボ
を
受
け
た
け
か
ら
はM
日
以
内

に
、
公
闘
で
き
る
か
ど
う
か
を
決

定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、

n己
の
情
報
を
閃
ボ
品

ボ
す
る
場
A
け
に
は
、
辺
転
免
許
証

な
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
任
説
で

き
る
沖
制
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
の
トH
法
は
、
情
報
を
閲
覧

ま
た
は
悦
服
し
て

い
て
い
た
だ
き
、

必
裂
な
助
介
は
り
し

(
コ
ピ
l
)
の

交
付
も
行
い
ま
す
。
閲
覧
は
無
料

で
す
が
、
与
し
の
交
付
は
宍
伐
を

い
た
だ
き
ま
す
。

窓
口
に
は
、
制
度
の
し
く
み
や

利
川
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
川
な
し
て

い
ま
す
。
ご
は
く
だ
さ
い
。

公
民
館
で
も
不
在
者
投
川
町が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

V
期
間

6
凡
日
日
(火
)
か
ら
日

日
(土
)
ま
で

V
時
間

午
前
8
時
加
分
か
ら
午

後
8
時
ま
で

V
場
所

市
役
所
C
会
議
室
、
湖

北
地
区
公
民
飢
(
左
図
参
照
)

V
持
参

投

出

所
搬
出
券

(
木
人

の
も
の
)

※
仙
の
市
区
町
村
で
不
十仕
者
投
川
町

を
す
る
方
は
、
お
早
め
に
市
選
挙

山口
組
委
円以
会
に
ご
辿
結
く
だ
さ
い
o

v
問
い
合
わ
せ

選
挙
管
副
委

μ

会
宮
(お
)1
1
1
1内
総
3
4
5

市
民
体
育
館
は
、

6
月

お
日
(
日
)
は
、
休
館
と
な

り
ま
す
。

行
政
情
報
資
料
室
の
ご
利
用
を

附
報
公
山
総
合
愈
ハ
に
併
設
し

て
い
る

「
行
政
情
報
資
料
本
」
で

は
、
市
の一
川
州
品川
や
各
純
刊
行
物
、

統
社
資
料
や
州

・
山川
の
行
政
資
料

40歳から64歳までの加入者は

介護分の保険税が合算されます

5
0
0
0
円
)
以
上
の
方
は
年

金
か
ら
天
引
き
と
な
り
、

そ
れ

以
外
の
方
は
側
別
納
付
と
な
り

ま
す
。
(
詳
し
く
は
、
介
護
支

援
諜
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
)

医
療
分
の
保
険
税
制
は
、
次

の
4
つ
の
羽
田
の
合
計
加
で
す
。

①
所
糾
制
組
・
:
(
前
年
中
の
総

所
符
金
制
l
訟
礎
控
除
制
)
×

1
0
0分
の
7
・
4

9
4H産
訓
郡
:
間
定
資
産
税
制

の
1
0
0分
の
日

③
均
等
割
制・
:
被
保
険
者

一
人

に
つ
き
年
間
1
万
6
8
0
0円

@
平
等
訓
制
・:
1
附
引
に
つ
き

年
川
1
万
2
0
0
0円

介
説
分
の
保
険
悦
舶
は
、
次

の
2
つ
の柄引
自
の
合
計
加
で
す
。

①
所
利
訓
制
・
:
(前
年
中
の
総

所
仰
金
制
|
基
礎
控
除
制
)
×

1
0
0分
の
0
・
7
8

②
均
等
割
制
:
・

一
人
に
つ
き
年

川
9
1
2
0
F

※
賦
訓
限
度
簡
は
、

限
時
分
は

幻
万
円
、
介
護
分
は
7
万
円
。

V
問
い
合
わ
せ
阿
保
年
金
制

保
険
税
係
官
(お
)1
1
1
1

V
利
用
時
間

午
前
8
時
泊
分
か

ら
午
後
5
時

(土

・
口
帆

u、
川悦

M
を
除
く
)

V
問
い
合
わ
せ
広
報
公L
M
川
総
公

刷
担
当
官
(お
)1
1
1
1
内
総
2

6
8
 

実施 情報の内容 件 決定 公開・開不するこ
機関 数 状況 とができない理由

土壌汚染c関する文書 2 公開

建築物の標識設置に関
2 公開

する文書

宅地開発行為事別協議
公開

申請書の取り下げ書

市 園民健康保険記号番号 非公開 個人に関する情報:
番の被保険者

+地売買等届出書 公開

建築計画調要書
非公開 法令秘情報
写νの到 行政協力関係情報

共同住宅建設に関する
公開

陳情書の回答書

開発行為許可申請書類 1 部分公開 個人に関する情報!
長 式

共同住宅開発行為許可 1 公開
申請書

開発行為事別協議に関 1 部分公開 個人に関する情報
する書類など

介護保険認定審査会資料 3 開示
(自己情報の開示請求)

学区タト就学願い 申請 1 部分公開 個人に関する情報
教 および回答)

=司昌 市内小中学校教騒員名簿 1 公開

委
J の試験の出願書類

員 のうち教育委員会が作 1開示
..c，. 成した証明書 「自己情= 

報の開示請求)

平
成
は
年
度
の
国
民
他
山
保

険
税
の
納
入
迎
知
占
を
、

6
月

初
日
に
発
送
し
ま
す
。
4
月
か

ら
介
護
保
険
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、

保
険
税
制
の
鉢
定

万
法
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

0

0
刊
歳
未
満
の
方
、
回
歳
以
上

の
方
:
・
院
続
分
の
保
険
税
の
み

@
刊
歳
か
ら
倒
歳
ま
で
の
方
:
・

医
山
町
分
と
介
誕
分
の
保
険
税
を

合
抗
し
た
相

※
白
此
以
上
の
β
の
介
護
分
の

保
険
判
は
、
在
的

(
退
職
)
年

令
が
年
制
同
万
円

(月
制
1
万

な
ど
を
民
-
.小
し
て
い
ま
す
。
円
山

に
凶
は
す
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ピ

ー
サ
ー
ビ
ス

(
1
枚
山
川
)
も
行

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
市
が
発
行
し
た
布
伯
刊

訂
物
の
版
先
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
防
災
の
担
い
手

消
防
団
役
員
・
分
団
長
を
紹
介
し
ま
す

消
防
聞
は
、
消
防
組
織
法
に
よ

り
、
各
市
町
村
単
位
で
巡川目
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、

1
団
本

部
に

6
方
而
隊
引
分
聞
が
あ
り
、

総
勢
は

2
6
6人
で
す
。

消
防
団
只
は
自
分
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
、
い
ざ
災
告
が
発
生
す

る
と
、
消
防
職
口
と
と
も
に
ザ
さ

ん
の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す
。

4

司
平
成
句
年
度
消
防
団
役
員

・
分
団
長 地

峡
防
災
の
担
い
手
と
し
て
前

制
し
て
い
る
消
防
聞
の
役
口
と
分

団
長
を
制
介
し
ま
す
。
(左
表
参

照
)消

防
団
で
は
、
問
只
を
拡
鈍
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
消
防
団
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

V
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
総
務

謀
総
務
係
官
(別
)7
7
0
0

2第1 2第0 第19 第18 
第

第16 第15 第14 第13 第12 
第

第10 第9 第8 第7 第6 第 第4 第3 警第 警宅第4 警第 第 信リ 団
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第1023号一一、=((s d身
「

市
民
・

2
業
・
行
政
と
の
「
協
働
」

我
孫
子
市
市
民
公
議
活
動
・
市
民
事
業
支
援
指
針
を
策
定

市
は
、
今
年
3
月
に
「
我
孫
子

山
市
民
公
椛
前
動

・
市
民
引
業
支

援
折
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
附
紀
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
ぃ
山
民
・

企
業

・
行

政
が
「
協
働
」
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

知山中
と
点
任
で
「
市
民
公
椛
前
助
」

と
「
市
民
事
業
」
を
推
進
す
る
基

本
的
な
市
柄
を
指
針
と
し
て
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
リ

「協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
は
、

市
民

・
企
栄

・
行
政
が
、
お
互
い

に
白
立
し
対
等
な
立
場
で
協
力
し

な
が
ら
、
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
で
す
。

ね
た
ち
が
住
む

「
あ
び
こ
」
の

ま
ち
を
「
休
み
や
す
い
」
「
怯
ん
で

良
か
っ
た
」
と
感
じ
る
ま
ち
に
す

の
ま
ぢ
づ
く
リ
を
め
ざ
し
て

る
に
は
、
市
民
と
市
役
所
が
、
お

立
い
の
立
場
を
よ
く
則
仰
、

m
R

し
、
付
加
を
通
じ
て
、
適
切
な
役

川
分
判
の
も
と
に
辿
仰
す
る
こ
と

が
爪
災
で
す
。

そ
し
て
、
単
な
る
住
宅
都
市
で

ま
な
く
、
也
ト〈
J

恒
ニ
ナ
い
じ
し
七

I
f
〈

j
叶
ノ
ノ
ノ
・
干
{
立

I

f

独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

市

民

公

益

活

動

・
市
民

事

業

と
ま
ち
づ

く
リ

中
市
民
公
益
活
動

我
孫
子
の
特
徴
の

一
つ
と
し
て
、

社
会
的
訓
叫
に
自
主
的

・
主
体
的

に
取
り
制
む
市
民
の
的
動
が
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
川
助
」
「
社
会
円
以
献

市
助
」
と
し
て
、
的
資
に
民
山
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
栄
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
分
昨
も
川
社
、
環
境
、
凶

際
交
流
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
あ
ら

創
件
を
採
択
し
ま
し
た

平
成
恒
年
度
市
補
助
金
の
選
定
結
果

昨
年
度
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

たい
巾
の
補
助
制
度
に
、
公
刊
が
分
知

件

(内
1
件
は
交
付
基
準
外
)
、

市
の
施
策
分
担
件
、
AN
A
l
-
-

件
の
応
川
和
が
あ
り
、
別
件
が
保
択

さ
れ
ま
し
た
。
(左
表
参
照
)

Jr成
日
年
度
分
の
補
助
全
に
つ

い
て
は
、
5
H
円
凶
U
か
ら
6
川

9

け
ま
で
必
集
し
、
8
件
の
山中
川州
が

あ
り
ま
し
た
。
応
一
給
さ
れ
た
市
助

は
昨
年
川
械
「
市
補
助
金
等
検
討

委

μ会
」
で
謙
作
を
行
い
、
そ
の

結
以
を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

金
州
川
州
牧
市
財

政相一申
1

2
(
お
)
1
1
1
1内
線
2
2

0
・
2
2
3

(3) 2000.6.16 

v平成12年度補助金等(11年度募集分)選定結果

部門
保健 産業 建設 教育

その他 計
領ヰ止 経済 消防 文化

択採
14 6 2 18 40 

~ 、- ¥5 1) ( 1、 (4' ( 11) 

募分
有主幸男尺ミ民

3 10 4 18 

¥ 1 、1) (3) 

計
17 16 2 19 4 58 
(6 2 、1) (5) 1(14) 

施 採択
12 10 5 つ ワ 41 

¥ 1 ( 1) 

策分室抗
4 4 2 11 

(0) I 
16 14 7 ワ 8 52 

計
(1) (1) 

択採
26 16 ワ 25 ワ 81 
(6) 、n 1 ) (4) ( 12) 

計3耳覧ミ
つ 14 2 5 29 

( 1 (1) (3) 

計
33 30 9 26 12 110 

¥7) (2、 (1) (5) ( 15) 

ゆ
る
方
而
に
拡
大
さ
れ
、
社
会
の

新
し
い
力
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
に
訂
献
す
る

山
此
の
前
助
を
「
市
此
公
椛
活
動
」

と
称
し
ま
す
。

*
市
民
事
業

全
国
各
地
で
、
市
民
が
主
体
と

な
る
N
P
O
法
(
特
定
非
営
利
活

動
似
進
法
)
に
誌
づ
く
起
業
活
動

や
合
業
法
人
を
め
ざ
す
印
刷
が
泊

先
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
N
P
O
日
制
や
、
AK

泳
法
人
を
め
ざ
す
活
動
を
「
市
川山

市
栄
」
と
位
世
づ
け
ま
す
。
市
内

で
も
2
団
体
が
N
P
O
の
法
人
絡

を
取
刊
し
市
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

*
市
民
公
益
活
動

・
市
民
事
業
と

の
連
携
を

山
は
、
地
域
の
ニ
l
ズ
に
こ
た

え
る
山
民
公
抗
日
動
や
市
民
引
業

※交付基準外 1件を除く。 ()内は新規分

-
』

を
め

動
た

活
う

民
行

市てしれ

u-
S
昂

まさかのときに
市民活動災害補償制度が支矯します

市
で
は
、
円
治
会
な
ど
の
山

民
間
体
が
社
会
制
祉
の
向
上
の

た
め
に
行
う
活
動
小
に
起
き
た

唄
枕
等
を
で
き
る
限
り
般
消
し
、

山
休
心
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
「
市
民
的
動
災
計
補
償

を
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
沢
英
な
役
訓
を
判
う

市
助
と
し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
市
助
と
辿
拠

し
て
地
域
を
支
え
る
ま
ら
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

支

援

の

た

め

に

*
支
援
の
た
め
の
具
体
的
な
基
準

づ
く
り

こ
の
折
針
に
必
づ

い
た
支
援
の

た
め
の
制
か
な
法
相
を
、
市川山
の

皆
さ
ん
と
協
働
し
な
が
ら
今
年
度

中
に
作
成
し
ま
す
。

*
「
(
仮
称
)
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置

市
民
公
説
前
助

・
市
川
山
市
浪
を

総
合
的
に
椛
逃
す
る
施
設
と
し
て
、

(
仮
称
)
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
を
幣
備
し
ま
す
。

*
情
報
お
よ
び
機
会
の
提
供

いυJにち
ょ必
下Hぬ

・
いυ
Jい
」
打
!と-』

t
sL
ノ
一
』
山

T
f且

l
sム

'
d
J
'uv

附
す
る
山
川
似
の
収
集

・
蛇
供
、
相

談
体
制
の
鍛
側
、
誠
一
出
会
や
研
修

会
の
間
悩
な
ど
、
活
動
へ
の
参
加

制
泣
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
押
さ
ん
の
的
動

小
の
下
位
吟
に
よ
る
似
川
や
附
前

六
任
に
よ
る
れ
刊
を
附
似
す
る
も

の
で
す
。
白
川
の
白
川
一
や
川
体
笠

録
の
必
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
-

事
故
に
巡
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に

ご
利
川
く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
の
範
囲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
ス
ポ
ー
ツ

・

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン

・
文
化

・
社

会
教
行

・
ヴ
少
年
汁
成

・
円
治

会

-n-R防
災

・
P
T
A
的
動
な

ど
、
山
民
川
体
が
-M
…
報
酬
で
行
う

M
Mり
の
日
動
に
限
り
ま
す
。

{纂

室ロ

1賞

補

市
民
川
体
の
-ak
怖
が
業
で
、
活

動
小
や
往
復
純
路
の
修
動
小
に
起

き
た
が
故
に
よ
っ
て
参
加
将
が
ケ

ガ
を
し
た
り
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
ケ
ガ
が
似
川
で
附
引
が
作
い
じ
た

や
起
業
の
機
会
を
蛇
供
し
ま
す
。

ま
た
、
印
刷
す
る
方
々
の
交
流

会
を
川
仰
す
る
な
ど
し
て
、

市
民

相
丘
が
述
拙
し
川
械
を
批
(
街
化
す

る
た
め
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

*
総
合
的
な
支
援
体
制
の
整
備

北
部
に
法
づ
き
、
市
民
公
椛
活

動

・
市
民
引
業
を
支
扱
す
る
た
め

の
、
庁
内
体
制
の

V.仙
や
幼
川
端
的

な
財
政
的
支
慢
の
あ
り
方
に
つ

い

て
の
検
川
を
逃
め
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見
等
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
で
は
、
こ
の
桁
針
に
必
づ
き
、

「協
働
」
を
A
H
い
.
.
パ
必
に
ま
ち
づ
く

り
に
収
り
机
ん
で
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
折
針
は
、
市
民
凶

件
航
本
館

・
名
分
館
、
市
役
所
行

政
情
報
資
料
室
、
市
民
活
動
支
援

諜
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
立
川
ん
、

ご
日
間
待
あ
り
ま
し
た
ら
点
記
に

ご
辿
柿
ド
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

市
川
山
川
動
支
援

諜
市
民
市
助
支
援
判
中
斗
宮
(
お
)
1

1
1
1
内
総
4
8
8

と
き
に
補
償
さ
れ
ま
す
。

本
死
亡
補
償
額

5
0
0
万
円

(が
故
の
け
か
ら
1
8

0
H
以
内

に
仰
引
の
た
め
必
亡
し
た
と
き
)

半
後
遺
障
害
補
償
額

附
引
の
判
何

度
に
よ
り
目
万
円
か
ら
5
0
0
万

円

(下
位
の
円
か
ら
1
8
0
円
以

内
に
後
泣
附
川
が
引
じ
た
と
き
)

中
入
院
補
償
額

日

制
3
0
0
0

川

(引
般
の
け
か
ら
1
8

0
け
を

限
度
)

本
通
院
補
償
額

H
額
2
0
0
0

円

(事
般
の
H
か
ら
1
8
0
日
以

内
で
、
巾A
H
数
叩
け
を
限
度
)

ftg 

{賞

任

責

山
民
活
動
小
の
い
川
政
で
参
加
将

や

m-一
.
将
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た

・
死

亡
さ
せ
た

・
物
品

(財
物
)
に
叫

中
山
を
与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
参
加

将
や
折
祁
将
が
附
位
六
任
を
れ
っ

た
と
き
、

mJ-い引
か
ら
出
か
っ
た

物
を
地
し
た
り
、
な
く
し
て
し
ま

千
葉
県
新
総
合

5
か
年
計
画

名
祢
を
募
集
し
ま
す

叫
で
は
、
平
成
日
年
山
恥
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
新
し
い
総
合
5
か
年

計
副
の
名
林
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
山
川耐
は
、

H
年
2
汀
に
策

定
し
た
長
則
ビ
ジ
ョ
ン

「
み
ん
な

で
ひ
ら
く
2
0
2
5
年
の
ち
ぱ
」

に
必
づ
く
も
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
「
み
ん
な
で
取
り

組
む
引
位
紀
の
ち
ぱ
づ
く
り
」

「川
代
の
変
化
の
巾
で
も
・
安
心
し

て
必
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
」
「
米

米
を
ひ
ら
く
元
公
な
地
域
づ
く
り
」

の
3
つ
の
桂
木
川
仰
を
拘
げ
、
時

代
の
変
化
に
対
応
し
、
県
民
の
班
十

せ
づ
く
り
や
地
域
の
自
立
と
発
展

の
尖
収
へ
の
方
策
を
総
合
的
に
明

ら
か
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

押
さ
ん
、

mっ
て
ご
泌
必
く
だ

さ
い
。

V
応
募
資
格

作
A
ぶ自

1
・司
，

U
E
a
k斗刀

H
h
バド・

4
4
，1
4
ヅ

4於
m
J

う
な
ど
し
て
バ
任
を
問
わ
れ
た

と
き
(
受
託
物
附
悩
)
、
市
の
公

共
施
設
の
欠
陥
や
不
備
が
版
閃

で
生
じ
た
が
故
で
施
ぷ
利
川
将

匂
が
川
市
を
受
け
た
と
き
、
な

ど
に
対
し
て
補
償
さ
れ
ま
す
。

牢
身
体
賠
償
額

1
人
に
つ
き

6
G
O
O
-ル
川
、
-
引
欣
に
つ

き
3
惚
川
を
限
度

申
財
物
賠
償

額

1

切
放
に
つ

き
1
0
0
万
円
を
限
度

串
受
託
物
賠
償
額

l
呪
故
に

つ
き
1
0
0
万
円
を
限
度

請

求

手

続

き

出品中
ー
す
る
が
故
が
起
き
た
と

き
は
、
泌
や
か
に
参
加
川
体
を

と
お
し
て
い
巾
役
所
の
判
中
1
A
に

辿
絡
し
、
m
H
以
内
に
下
位
報

時一u
k
け
を
拠
出
し
て
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
支

援
ぷ
地
峨
似
興
判
中
I
g
(む
)
l

i
l
-
-い
斜
4
3
4

V
応
募
規
定

名
称
に
は
必
ず

「
千
諜
」
と
「
5
か
年
計
画
」

の
文

字
を
入
れ
る

(ひ
ら
が
な
、
カ
タ

カ
ナ
も
可
)

V
記
念
品

人
巡
作
品
の
泌
引持者

に
記
念
品
を
附
品
。
ま
た
、
A
h
応

必
作
品
の
巾
か
ら
州
選
で
犯
人
に

参
加
日

V
応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ
イ

ン
タ
ー
ネ
ァ
ト
の
場
合
は
、
川以ホ

ー
ム
ペ
l
ジ

(
言
【
唱
一
ミ
宅

2
2
・
司
『
何

『

-nzz・活
)
へ
。
郎
似
の
助
作
は
、

山川
知
ハ
ガ
キ
に
名
称
と
そ
の
肌
山
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
前
、

U

話
併
号
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
を

川
記
し
、
6
月
刊
臼

(令

・
消
印

訂
幼
)
ま
で
に
干
2
6
0
1
8
6

6
7
千
H
以
山
中
山
氏
区
市
助
川

1
の

l
千
必
叫
企
州
政
策
謀
総
AH
5
か

年
北
川
名
称
必
仙
取
引
務
川
君
0

4

3

(2
2
3
)
2
4
4
1
へ

農業者年金

「現況届」
提出期限・記入方法等が

変わ りま

毎益田温廼墨画B

中'J'a鮪11自

市
で
は
、
千
荒
川
山
口
川
保
抗
協

会
と
市
内
金
融
機
聞
の
協
み
に
よ

り
、
山
内
の
中
小
合
た
を
刈
象
に

辿
転

・
設
山
川
資
令
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
川
く
だ
さ
い
o

v融
資
内
容
下
表
参
照

V
利
子
補

給

*

巡
転
資
令
・:年

利
1

・
5

%

*
校
側
資
令
・:
年

利
1
・

8

%

*
火
山
山
進
山
刈

策
資
金
・・・
年
利
3
%
以
内

V
信
用
保
証
料

大
明
日
進
川
刈

出
来
者
年
金
の
「
現
況
問
」
の

取
り
扱
い
が
、
今
年
か
ら

-mが

次
の
よ
う
に
変
瓜
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
現
況
川
が
知
山
さ
れ
な

い
場
合
は
、
年
金
の
ぶ
払
い
が
.

時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

V
提
出
期
限

6
川
知
川
(余
)

V
配
入
方
法

生
存
ぷ
川
が
山
崎
止

さ
れ
、
受
給
お
本
人
が
6
川
i
H

以
降
に
折
々
れ
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

川 2肖
語防
宗操
霊法
の -~

活之〉
躍 ~ξ

告を
を惇自
暴催
三し
吉ま
いす

こ
の
脱
法
大
会
は
、
山
内
引
の

消
防
分
川
が

H
い
ざ
火
災
H
と
い

う
山
励
に
際
し
て
、
迅
述
か
つ
的

雌
に
消
火
活
動
が
行
、
え
る
よ
う
、

消
防
資
機
材
の
操
作
時
間
や
的
雌

な
動
作
な
ど
、

日
凶
の
鍛
似
の
成

以
を
腕
、
つ
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
地
域
の
消
防
川
の
的
制

種 類 限度額 貸付期間 融資利率(年)I 
運転資金 1，500万円以内 60カ月以内 12カ月以内
設 備 資金 2，000万円以内 84カ月以内 2.3% 

大型庖進出運転資金 1，000万円以内 60カ月以内 13----3吋22
対 策資金設備資金 2，000万円以内 84力月以内 37----60カ月3以.0内% 

特別 小 口 運転資金 1.000万円以内 60カ月以内 61----84カ月3.以29内6 資 金設備資金 ，---'J'J_~' '184カ月以内

v融資内容MMJ4HA
ι
を
除
き
免
除
さ
れ
ま
す

V
連
帯
保
証
人

判
別
小
川
資
金

を
除
き
必
必
で
す

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

尚

じ
制
光
A
E
(邸
)1
1
1
1
内
線

5
0
5
 

生日
作
の
椛
認
を
行
い
ま
す
。
受

給
右
本
人
が
持
取
引
で
き
な
い
場

合
は
代
用
人

(税
政
咋
)
が
受

給
備
行
の
棚
を
い
山
人
し
、
代
則

人
側
に
将
名
し
て
く
だ
さ
い

※
昨
年
の
7
川
1
H
以
降
に
年

金
の
裁
定
を
受
け
た
方
は
、
今

年
は
現
況
刷
を
川
崎
山
す
る
必
裂

は
あ
り
ま
せ
ん

V
問
い
合
わ
せ

政
情
刷
会

μ会

恨
務
M
g
(お
)i
l
-
-

ぶ
り
を
、

一
度
ご
覧
に
な
っ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
、
こ
の
大
会
で
催
肌
附
し
た

分
川
に
は
、
山
胤
必
飾
文
相
岬い
八
会
を

純
て
県
大
会
、
会
同
大
会
へ
の
辺

が
山
か
れ
て
い
ま
す
。

V
日
時
・
場
所

6
刀
は
け
(
H
)

午
前
8
時
か
ら
正
午
、
N
E
C
技

係
f
が
業
場
抗
山
中
場

(雨
天
実
施
)

V
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
総
務

A
E
(
山
町
)
o
i
1
9
(中
I
H
は
宮

0
9
01
4
2
2
2
1
2
4
4
6)
 



第1023号

回目臼田
|青少年キヤンフ |

我孫子市青少年相談員連絡協議

会では、 "大自然ヘ飛び出そう!" 

をテーマに、磐梯の大自然の中で

楽しさ盛りだくさんのキャンプを

行います。

'日程 8月 19日(土)から21日

(月)まで (2 )白 3日)

ー宿泊場所 福島県国立磐梯青年

の家

'対象 小学校4年生から中学校

3年生まで

'定員先着90人

炉参加賀 1万5000円

炉申し込み・問い合わぜ ハガキ

に住所、民答、年齢、性別、学校

名、学年、電話番号、保護者名を

明記し‘我孫子 1684数脊委員会

社会教育課公(85)1151へ
目森はマジ力 jレワ ーJレド
親子で遊んで森をきれいに

b日時・燭所 7月 2日(日)午前

10時から午後3時、手賀の丘公園

'内容 森のネイチャーゲームと

森林清掃活動 (雨天時は、屋内で

自然と森についてのお話し会)

'対象 小学校 1年生から 4年生

のお子さんと保護者 (参加無料)

帳簿参 軍手、弁当‘水筒

'申し込み ・問い合わぜ 電話で

あぴこ子ども劇場公(88)90ワ8へ

1j)レフフエスタCHIBA2000I 
8月 16日(水)から9月108(日)

まで、県内 144カ所のゴルフ場で

ゴルフフエスタが開催されます。

b参加資格 県内在住在勤者と

その同伴者(期間中 1人 2固まで)

静参加料金 平日ビジターフィの

半額以下のフエスタ特別料金

ー申込万活 6月30日(金)までに、

所定の申込容により 4人または 3

人 1組で(応募多数の場合は抽選)

~Efl込書配布渇所 市役所市民活

動支援課、各支所 ・近隣センター

b問い合わぜ 市民活動支援諜8

(8:5) 1111内線214

‘第46回千葉県レヲリエーシヨン大会
議13回日本3B体操協会千葉支部大盆

'包時・煽所 6月30日(金)午前

119事力、ら午後 1(湾、松戸市運動公

園体育館 (参加無料〉

b内容 健康体操

b鰭参 上履き、運動おなど

ー申しiZlみ ・問い合わぜ 電話で

山口~(89) 1198ヘ

いしかわまど か

石川円香 ちゃん
(天王子i. 1歳3カ月)

大人の折リ紙教室
七夕さま織姫さまにあやかつて

炉日時 ・渇所 6月22日(木)午前

9時30分 、湖北地区公民館

惨定員 先着30人

砂参加賀 450円(材料 ー資料代)

炉鍔参 はさみ‘ポンド.30crnも

のさし、 ゴミ袋

惨申し込み ・問い合わぜ 電話で

中央公民館公(82)0515ヘ

l£工房PC-Works作品展1

4月から福祉作業所としてスタ
M、

ートした l工房の作品展示会が関

かれます。お気軽にお越し下さい。

砂臼時 7月 1日(土)午後2時30

分から 6時、 28(日)午前 10時か

ら午後 3時 30分

砂湯所湖北地区公民館

惨内容 パソコンによる作品の展

示、作業所の紹介

砂問い合わぜ 榎本怨(89)63ワ2

ふれあい工房
恒例の家具リサイつjレバザー
惨日時 6月25日(日)午前 98寺か

ら午後 1時受付、 1時 10分 一抽

選

※希望者には、有料 (つくばね作

業所)で配達します。

砂燭所・問い合わぜ ふれあい工

房(脅山450)fi(86)5500 

|げんきフ工スタ2000I 
惨日時 ・場所 6月25日(臼)午前

10時から午後3時、湖北地区公民

館、湖北小学校体育館 。校庭

炉内容 子どもたちにかかわる活

動をしている団体による、歌.人

形劇、 ゲーム、コンサートなど

惨入場料 100円 (3放来満無料)

※10人以上集まればパスが迎えに

行きます。(要予約)

砂問い合わぜ あびこ子ども劇場

合(88渇078または栗原会(69)1558

野村生活教育読書会・教育相談

。読書会

惨日時・渇所 6月22日(木)午前

10時から午後3時‘さわやかちば

県民プラザ (柏市相の葉)

砂参加賀 500円

。叙育相談

砂日時 ・湯所 6月28日(水)午前

10時から午後3時、市民会館

(参加無料)

※いずれも昼食を持参。託児あり

(おやつ代100円)

砂問い合わせ (財)野村生涯教育

センター坂本ft03(3320) 1861 

|日舞・新舞 踏 |
第 17回友の会発 表 会

砂日時 7月 28(日)午前11時開

演 (入場無料)

惨湯所市民会館

※粗品のプレゼントがあります

砂問い合わぜ 竹内定ま(88)8929

訟を界 = 、=

|フィリピン料理講座|

フィ リピン人講師の指導で代表

的な家庭料理を作ってみませんかo

'日時・揚所 6月25日(臼)午前

99奇から正午‘中央公民館

'定員 30人(応募多数時は抽選)

砂参加賀 ワ50円

11>1菩参エプロン、ふきん‘箆記

用異

砂申し込み・問い合わせ ハガキ、

またはファクスに講座名、住所、

氏名、電話番号を明記し、 6月20

8 (火必着)までに我孫子142

の 1AIRA事務局企(83)1231、

回(83)2005へ
スポーツaフレンドシツブパーティー
ポウリンヴ大会

外国人の皆さんとボウリングと

ティーパーティーを楽しみながら

交流しませんか。

惨日時・ 渇所 7月 9日(日)午後

1時集合 (時間厳守).ボウル373

柏庖 (柏駅徒歩3分 ‘長崎屋5階)

炉参加rt 2500円 (当日徴収)

惨申し込み ・問い合わぜ 電話ま

たはファクスでA IRA事務局企

(83)1231囚(83)2005ヘ
古利根沼

「夏のつリーン作戦Jと「ウオッチンヴJ

'日時・内容 6月25日(8)午前

9時から 10時クリーン作戦、 10

時30分からーーウオッチング

砂集合湯所 我湖水路広場集合

(雨天中止)

'搭参 長靴、軍手、あれば図鑑

jレーぺ -双眼鏡

炉問い合わぜ 古利根の自然を守

る会土子宮(87)2341

l 我孫子の文化を守る会
第 62回史跡文学散歩

惨日時 ?月 2日(日)午前9時我

孫子駅南口集合(小雨実施)

砂行程 市内旧水戸街道を歩く

(脇本陣、道棟、柴崎神社ほか)

惨参加賀 300円 (資料代含む)

惨申し込み・ 問い合わぜ 電話で

6月30日(金)までに越間企(84)20

47ヘ
三百Iの会創立70周年記語読雇
「舎、家庭で育て含いたいこと

砂日時・ 渇府 6月 18日(日)午前

10時から午後3時30分団西市文

化ホール、7月 9日(臼)から 12日

(水)午前 10時から午後 88寺(9日

は正午から.12日は午後6時まで)

ー柏市民ギャラリー (柏高島屋ス

テーションモーjレ8階)

炉内容 子どもから高齢者までの

年齢層を対象とした健康を作る食

事、環境を考えた暮らし等を、パ

ネlレと実物の展示で紹介

炉入渇料 当日券500円、前売券

400円.小中高校生200同

炉問い合わぜ 全国友の会松戸支

部 ー塩畑公(73)7626

|PC学校ボランティア|
惨活動燭所 市内中学校

砂対象 ・定員 週 1回程度活動に

参加ができ.インターネットを使

える環療が自宅にある方、 5人

惨申し込み・問い合わぜ ハガキ

でPCボランティア希望、住所‘

氏名、年齢‘ 電話番号、 Eメール

アドレスを明記し‘ 6月23日 (金 -

必着)までに泉28の 6伊土留介ヘ

ごみ減量アイデア |
ごみの滅盟やリサイクjレについ

て、皆さまの工夫やアイデアを募

集します。応募されたアイデアは、

ごみ減岱対策に活用します。優秀

作品には粗品を進呈します。

砂期間 6月 19日(月)から30日

(金)まで

併発表 8月 1日号の広報に掲載

砂申し込み・問い合わぜ ハガキ

または封ちで、中峠2264クリーン

センターまま(87)0015ヘ

我源子市シルバー人材センター会員

砂説明会日時・場所 6月21日

(水)午前 10時から‘市民会館

惨作業内容 野外清掃等

砂対象 市内在住で槻ね60歳以上

の健康な方

砂問い合わぜ シルバー人材セン

タ-ft(88)2200

|八坂神社・おみこしの担ぎ手l
b開催日 7月23(日)

炉対象 男女を間わず
tJ< 

※希望者に衣装一式 (白ちょう、

白足袋など)を無料で貸し出し

b申しiZlみ・問い合わぜ 電話で

小熊まま(82)0028ヘ

I Abiko Culture & Talk 
平和エッセイ・コンテスト作品

惨テーマ 平和を考える

※A4サイズ用紙に英語 1000単語

または日本語2000字程度

砂対象 年齢国絡を閤わず

惨賞金 優秀台2万円‘ほか (総

額20万円)

砂締め切り 8月 15日(火必着)

砂建出先・問い合わせ 青山台1

の 8の 12我孫子力ルチヤー&トー

ク (ACTの会)海津ft(82)9445

|水稲の農薬空中散布|

砂日時 7月11日(火)ー・利根川沿

い水田、 12日(水)一手賀沼沿い水

田、午前4時30分から9時頃を予

定 (雨天、強風等の場合は順延)

砂問い合わtさ 農政課怨(85)1111

内線513

家庭児童相談室のご利用を
学校、家庭生活、育児、不登校、

非行問題などの悩みごとの相談を

受けています。秘密は固く守りま

すので、ご相談ください。(無料)

険相談日時 毎週月曜から金曜日

(祝・休日を除く)午前 10時から

正午、午後 1時から4時 (電話で

の相談もお受けします)

11>1易所 ・問い合わゼ 家庭児童相

談室 (福祉総合相談窓口)公(85)

1111内線352

ご利用くださ示司、冊子
わたしたちのまち あびこ

ボランティアグループ「ポプラ

の会Jが、我孫子の由来や名郡別

の統計資料、手賀沼情報などをま

とめた「わたしたちのまちあびこ」

を作りました。まちづくりにお役

立てください。

砂頒布価格 1部300円

惨頒布煽所 ・問い合わゼ ボラン

ティ アセンター合(85)5233

。公共施投利用の;j ~.~的以活j1J lêI:、

優先的lこm所丈f健保dれているも

のではありまぜん

2000.6.16 (4) 

忘れずに納めましょう

工頁 目
納期限
(口座振替日)

ili・県民 税約 1WJ 30(金)

11.11(11"'金(払.ibJUJlUu 30(令)

1"1民世l!J，!iUI(剣見知 1Jリj 30(金)

7](;削己|金 26()-J) 

下水道受録者fljlj金第 lJリl30(金 )

舎周の休館日
市民図書館本間 19(} J)、30(金)

自拍・M世話、uかぜf1 6(~). 19(JJ ) 、26()J) 

'11央・湖北地区公民館 19()J)、26(JJ)

13 の t~l-物 館 19() J ).26() J) 

ili民 プラ ザ

dT民会館 19()J). 26O'J ) 

つつ ~it . ~$ffiHン 7- 19(} J).26(Jj).27(火)

市 民 体 育 館 26()J) 

ふれあい工M 19(1J).26(月)

|定例教育委員会 l
b日時・燭所 6月27日(火)午後

1時30分、水道局4階会議室

砂問い合わぜ 教育委員会総務課

障害児巡回相談
県では、障害のある(:かもしれ

ない)お子さんの育児や教育、障

害の改善方法等の相談を行いますo

'日程 ・湯所 7月26日(水)ーー松

戸市立中部小学校、 28日(金)一県

立野田養護学校、 8月2日(水)・

鎌ヶ谷市生涯学習推進センター

険相談方法障害児教育の専門峨

員による個別相談 (無料)

※相談上の秘密は守られます。

惨申し込み・問い合わぜ 申込密

(教育委員会学校教育課に用怠)

を記入し、 6月23日 (金 ー必着)

までに学校教育課企(85)1151ヘ

|子宮がん横診 |

まだ、検診をお済みでない方は.

この機会にせ.ひ受診しましよう。

b日時 6月21日(水)、28(水)午

後 1聞から 2時まで受付 (定員に

なり次第締め切り。 18130人)

I1>t易所 保健センター

I1>Eflし込み ・問い合わせ 電話で

保健センタ-ft(8ワ)1131ヘ

痴ほうに関する医療相談

痴ほう症状のある方を介議して
ほう

いるご家族を対象に、 老人性痴呆

疾患センターの医師による医療相

談を無料で行います。

砂日時 6月29日(木)午後 1時30

分から 3時30分まで

砂燭所 我孫子市在宅介護支援セ

ンター相談室(市役所西別館 3階)

惨申し込み・問い合わぜ 電話で

介護支援課まま(86)1411ヘ

|リウマチの会 |
リウマチでお悩みの方やご家族

の方、ぜひご参加ください。

砂B時・ 渇所 6月29日(木)午後

1時30分、保健センター(エレベ

ーターあり)

炉内容 ①骨粗しょう症の予防と

栄袈バランス 管理栄護士 、①生

活を広げるための自助異の工夫・"

作業療法士

砂参加賀 200円

炉問い合わぜ 京Fh (84)5783

テレホンサービス直蛮一品~
夜 1111 当 帯医

|テレホンガイド国盈掴幽|

|ファヲスガイド厄並回図画|

この広報紙は再生紙を使用しています


